
現状の水害リスク情報や取り組み状況の共有
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（１）現状の水害リスク情報
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逢瀬川

過去の洪水被害（岩木川）

洪水の発生状況 五所川原地点の流域平均雨量(24時間雨量)

水害リスク情報

過去に昭和33年9月、昭和52年8月洪水により甚大な浸水被害が発生しています。近年においても平成2年9月、平成
14年8月、平成16年9月、平成25年9月洪水により被害が発生しており、特に平成25年9月洪水では岩木川直轄管理区
間に設置している７箇所の水位観測所中２箇所（三世寺・幡龍橋）で計画高水位を上回る既往最高水位を記録し、
３箇所で既往第２位の水位を記録するなど、大きな洪水となりました。

岩木川

■昭和33年9月洪水

氾濫防止のための水防活動（中泊町長泥地区）

浅瀬石川

■昭和50年8月洪水

浅瀬石川の増水による家屋の流出状況（黒石市温湯地区）

後長根川からの増水による家屋浸水状況（弘前市中崎地区）

岩木川

■平成25年9月洪水

緊急的な越水対策（鶴田町役場付近）

■昭和52年8月洪水



 岩木川の中流～下流にかけては、縄
文海退後に形成された低平地により、
勾配が緩やかなため氾濫の形態は拡
散型であり、ひとたび氾濫すると広範
囲に渡って浸水被害が発生する。

洪水被害の特徴（岩木川の地形特性）
岩木川本川、平川、浅瀬石川の三川合流部は扇状地となっており、洪水時にはこれらの洪水流が中流部に集中する。
三川合流直後の河道は、河床勾配が緩やかで、低水路が著しく蛇行し、幅の広い高水敷が形成されている。
津軽平野では低地部を流下するため、一旦氾濫すると拡散型の氾濫形態となる。

須賀川市

流域及び氾濫域の諸元

●流域面積 ：2,540km2

●流路延長 ： 102km
●流域内人口 ：約47万人（平成17年国勢調査）
●流域内市町村：計6市5町2村（平成19年河川整備計画)

水害リスク情報
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岩木川の地形

津軽大橋

芦野頭首工
神田橋 三好橋

新津軽大橋

岩木川橋梁(JR)

乾橋

五所川原大橋

鶴寿橋

保安橋

幡龍橋

新鳴瀬橋

46.8k【平川合流点】

安東橋

城北大橋

富士見橋

岩木橋

あかね橋

弘前市上水道起伏堰

上岩木橋

津軽りんご大橋

繁田観測所

五所川原観測所
幡龍観測所

上岩木橋

観測所

14.4k【旧十川合流点】

27.8k【新十川合流点】
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○岩木川水系の岩木川で堤防が決壊した際の氾濫状況を時間を継続して変化させ、シミュレーションした結果を
青森河川国道事務所ホームページにて公表。

氾濫シミュレーション

河川管理者が作成し、
市町村へ通知

浸水想定区域図（岩木川）：平成１３年１１月３０日公表 洪水ハザードマップ（市町村作成）

0.5m未満（床下浸水）

～1.0m未満（床上浸水）

～2.0m未満（一階部分浸水）

～5.0m未満（二階部分浸水）

5.0m以上（二階建家屋水没）

＜凡例＞

水害リスク情報

(http://www.thr.mlit.go.jp/aomori/river/disasteprevention/simulation/iwaki/index.html)
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「浸水想定区域図」
・浸水範囲
・浸水深

市町村長が作成し、
住民へ配布

「ハザードマップ」
・避難所の場所
・避難所の連絡先
・避難ルート
・要配慮者施設

などを追加

シミュレーション条件

・降雨条件：24時間雨量①岩木川中下流部192mm
②岩木川上流部214mm③平川218mm④浅瀬石川194mm
(計画の基本となる降雨である概ね100年に1回程度起こる大雨)

岩木川氾濫時の特徴は、「堤防決壊」などによる浸水範囲は
堤防決壊地点にのみならず、岩木川の下流方向の広い範囲へ
拡散する特徴があるため、市町村の枠を超えた「広域的な避
難」を検討する必要がある。



現状の堤防整備状況 水害リスク情報
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○岩木川で堤防整備が必要な区間のうち、平成２８年３月末現在で、完成堤防（高さや幅が満足している）の割合
は、約５７％。暫定堤防の割合は、約３７％、無堤は６％です。

平川浅瀬石川

大蜂川

緊急施工計画による改修【S54～H4】

浅瀬石川災害復旧【S54完成】

平川・土淵川 激特事業【S54完成】

緊急施工計画による改修【S54～H4】
中流部

日本海

中泊町

五所川原市

つがる市

鶴田町

板柳町

藤崎町

弘前市

土淵川

T5 岩木川改修計画策定による直轄管理区間

S41 工事実施基本計画策定による直轄管理区間延伸

S11 第1次改訂による直轄管理区間延伸

S45 十三湖編入

S48 第1次改訂による直轄管理区間延伸

中流部の出水状況（Ｈ１６．９出水）

幡龍橋

岩木川

後長根川

津軽ダム（Ｈ２８完成予定）

目屋ダム

浅瀬石川ダム

目屋ダム【S35完成】

浅瀬石川ダム【S63完成】

基準地点（五所川原）

▲

▲
基準地点以外の評
価箇所（繁田）

十三湖

S20年代
S30年代 S3年～S62年 昭和初期

大正時代

T14年～昭和初期
S40年代 大正時代

大正時代
S48年
～S59年

T13年
～昭和初期S3年～S61年

T15年
～S21年

S30年代
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重 要 水 防 箇 所

○堤防の高さや幅、過去の漏水実績などから、水防上特に注意を要する区間を定め、重点的に巡視が必要な箇所

を重要水防箇所として指定。毎年、現地立ち会いのうえ、県、市町村、消防団等に周知を図るとともに、青森河川
事務所ホームページにおいても公表している。

重要水防箇所位置図
（岩木川）

水害リスク情報

重要度Ａの延長
（km）：H28年度

岩木川 3.47
※堤防高、堤防断面、法すべり、漏水のいずれかで
重要度がＡの延長（重複無し）

【参考】五所川原付近

重要度Ａ
重要度Ｂ
要注意区間

凡　例
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（２）現状の減災に係る取り組み状況等
①情報伝達、避難等に関する事項

7



洪水時における河川事務所からの情報提供

○岩木川では、避難勧告等の発令判断の目安となる氾濫危険情報等の発表の「洪水予報」を実施。

○洪水予報等の防災情報の持つ意味や、防災情報を受けた場合の対応について共有が必要。

・河川の状況や３時間先までの水位
の見込みを知らせるもので、青森
地方気象台と青森河川国道事務所
が共同で発表。

・県、市町村のほか、報道機関（ＮＨＫ
など）に伝えています。

洪水予報

・氾濫危険水位：市町村長の避難勧告等の発令判断の
目安（河川増水により家屋浸水被害の恐れがある水位）

・避難判断水位：市町村長の避難準備情報等の発令基
準（要配慮者の避難の必要も含めて警戒を要する水位）

・氾濫注意水位：水防団出動の目安

・水防団待機水位：水防団が水防活動の準備を行う目安

洪水予報の基準となる基準観測所水位
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避 難

避難情報が発表されてから、避難完了まで
１～３時間(※1)

平川 浅瀬石川

上岩木橋 幡龍橋 五所川原 繁田 百田 百田

H28 H28 H28 H28 H28 H28

43.1 16.4 5.5 5.2 5.2 5.4

42.7 16.1 5.3 5.1 4.8 5.0

はん濫注意水位

レ
ベ
ル
２

41.6 14.0 2.5 4.0 2.3 －

水防団待機水位

レ
ベ
ル
１

40.4 13.0 1.5 3.0 1.2 －

　岩木川

避難判断水位

レ
ベ
ル
４

レ
ベ
ル
３

危
険
度
レ
ベ
ル

はん濫危険水位

※１ 避難完了までの時間
中泊町､鶴田町:1時間
板柳町、藤崎町、弘前市、田舎館村：2時間
つがる市、五所川原市：3時間



避難勧告等の発令基準（洪水タイムライン）

※避難勧告等の判断・伝達マニュアル作成ガイドライン（案）（内閣府：平成26年4月）を参考に作成。

『タイムライン』:「いつ・誰が・何をするか」という防災行動を時系列で1枚に整理
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避 難



住民等への情報伝達の体制や方法

○河川水位、洪水予報、ライブ映像等の情報を事務所ホームページやテレビ等を通じて伝達している。
〇情報の入手しやすさや、切迫感の伝わりやすさを向上させる必要がある。

ＴＶによる情報提供 事務所ホームページによる情報提供

地デジＴＶでの確認方法 10

避 難

青森河川国道事務所のＨ
Ｐのトップ画面から「岩木
川・馬淵川 河川防災情
報ポータルサイト」を選択

岩木川・馬淵川などの河川水位、雨量などの情報を確認

岩木川・馬
淵川などの
浸水想定区
域図を確認

岩木川・馬淵川などの各は
ん濫地点での洪水氾濫シュ
ミレーションを確認

災害時の避難や、
事前の防災対策に
役立つ情報を公開



住民等への情報伝達の体制や方法② 避 難
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（２）現状の減災に係る取り組み状況等
②水防に関する事項
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水防資材の備蓄状況の点検

水防工法訓練の状況
(馬淵川･高瀬川総合水防演習 平成28年5月29日予定)

洪水災害が起きた際には、円滑な水防活
動が出来るよう、日常から洪水時の役 割の
確認や水防工法訓練を実施しています。

合同点検の状況

毎年出水期前に、関係機関等と合同で、重要水防箇所の巡視や水防備蓄資材の点検
を実施しながら意見交換を行い、災害の発生に備えています。

河川の巡視・水防備蓄資材の点検等

○洪水時の被害軽減のため、関連機関と連携し、水防活動への支援強化、訓練等を通じ、災害に備えています。
○水防団等と河川管理者間で、「河川水位状況」や「資機材の保有状況」等の情報共有を進める必要がある。

13洪水対応演習の状況（平成27年5月）

・
出水時に備え、岩木川流域の市、県、防災エキ

スパート、国などが参加し、洪水が発生した際の
情報伝達訓練を行っています。

総会の状況（平成27年4月）

水害の防止、軽減を図るため、
水害に関する連絡・調整を関係機
関と行い、連携を強化しています。

水 防

重要水防箇所等の合同点検

洪水予報・水防連絡会 洪水対応演習の実施 災害に備えた水防訓練の実施

職員による徒歩の堤防点検

大雨による洪水に備え、職員による徒歩の
堤防点検を実施しています。

徒歩による堤防点検の
イメージ（1班：5名で編成）

徒歩による堤防点検状況

弘前防災ステーションの整備

弘前防災ステーション

（倉庫内部状況）

（倉庫外観）



（２）現状の減災に係る取り組み状況等
③氾濫水の排水、施設運用等に関する事項
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排水施設、排水資機材の操作・運用

15

○排水ポンプ車や照明車等の災害対策用機械は平常時から保守点検を行うとともに、機械を扱う
職員等の訓練を行うなど非常時における出動体制を確保。

平成27年9月排水状況

北上川飯野川橋上流

※災害に迅速な設置及び機械の正常な稼動を確認することもあわせ、訓練を実施している。

排 水

管内 排水設備・災害対策用機械

弘前防災ステーション
災害対策車配備状況

排水ポンプ車 1台
仕様：水中ポンプ式 30m3/min

照明車 1台
仕様：50kVA

弘前防災
ステーション

排水ポンプ車の設置訓練状況

照明車の設置状況



管理ダムの活用状況（浅瀬石川ダム、目屋ダム） 施設運用

○浅瀬石川ダムおよび目屋ダムの防災操作によって下流河川の水位低減を図り、下流の鶴田町（34ｋ地点）では堤防越水によ

る氾濫を回避。（両ダムで約50cm低減）

○仮にダムが整備されていなければ、堤防を約30～40cm超える出水となり、鶴田町・板柳町、弘前市市街地へのはん濫により、

約11,000戸の浸水、約1,900億円の被害が発生していたと推定。

○建設中の津軽ダムが完成していた場合には、水位を約60ｃｍ低減させることができたものと推定される。
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床下浸水戸数（戸）
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目屋ダムによる防災操作
（建設中の津軽ダム）

堤防からの越水を防止するために積み
土のう工を実施

国
道
101
号

国
道
101
号

五能線

国道7号

浅
瀬
石
川

岩木川

五所川原観測所
鶴田町

津軽鉄道

幡龍橋観測所

板柳町

藤崎町

三世寺観測所

鶴田町役場

板柳町役場

弘前市

五
能
線

藤崎町役場

岩木川

平川

国道339号
水深

0.5m以下

0.5～1.0m

1.0～2.0m

2.0～5.0m以下

5.0m以上

凡例

※被害想定は推定値です

岩木川の現況河道において、平成25年9月16日
洪水において、目屋ダムと浅瀬石川ダムが無か
った場合に想定される浸水状況をシミュレーショ
ンより求めたもの

約9,600ha
の被害を軽減

約11，000戸
の被害を軽減

鶴田町・板柳町・弘前市市街地における浸水家屋数 鶴田町・板柳町・弘前市市街地における浸水面積

34.0k

H25洪水でダムが
防災操作をしなかった場合

H2509洪水実績
H25洪水でダムが
防災操作をしなかった場合 H2509洪水実績

２６
（床上１５戸、床下１１戸）
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▼実績水位 TP 12.84m

水位を約50ｃｍ低減させ、氾濫を回避！！

岩木川34.0k

ダムが防災操作をしなかった場合の水位 TP13.35m

津軽ダムがあった場合：約60cm低減

計画高水位 TP 12.82m

堤防を約30cm超過

堤防を約40cm超過

五所川原

浅瀬石川ダム

目屋ダム

津軽ダム

34.0k

めや あせいしがわ

つるた

いたやなぎ

つるた

ひろさき

いたやなぎ

いたやなぎ ひろさき

めや

あせいしがわ

ごしょがわら

めや

あせいしがわ

つがる
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